
城下町新発田会 新年賀詞交歓会を開催
恒例の城下町新発田会賀詞交歓会が、1月26日（日）に東天紅上野本店にて開

催された。当日は来賓として、新発田市より下妻副市長・比企市議会議長・渡

邉市民まちづくり支援課長、東京新潟県人会より佐藤副会長を迎え、総勢47名

が出席した。

小野会長は挨拶の中で、「昨年の総会にて5代目の会長を仰せつかり、一生懸

命務めさせていただく。抱負としては、楽しく会員相互の親睦を深めること、

会組織に多くの年代の方々の参加をいただくこと、さらには新発田市と首都圏

在住の出身者との“かけ橋”となり交流を深めること、を推進したい。また、

来年は節目の創立20周年となるので、現在記念行事について検討中である。み

なさまのご提案もお待ちしている」と述べた。

下妻副市長の挨拶では、「昨年11月の天皇陛下御即位を祝う国民祭典の際に

は、新発田市の台輪に参加要請があり、全6台が参加、勇壮な“あおり”を披露

することができた。また、“ふるさと納税”では8万件、22億円の協力をいただ

いた。新発田市の人口は9万7000人であるが、少子化人口減の傾向にある。新発

田出身である大倉喜八郎氏の別荘であった“蔵春閣”を市内・東公園に移築す

ることが決まり、7月より着工予定である」など、祝辞とともに市の現況につい

て詳述した。

その後、芸能人によるアトラクションや抽選会、カラオケタイムなどで懇親

を深め、盛会のうちに終了した。
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まちづくり支援課課長挨拶

平成31年4月から市民まちづくり支援課にまいりました渡邉誠一と申しま

す。城下町新発田会の皆様には、ふるさと新発田に様々なかたちでご支援をい

ただいていることにつきまして、感謝申し上げます。

新発田市は、「人口減少」や「超高齢化社会」の荒波に備えて「少子化対

策」「産業振興」「教育の充実」の３つの視点に「健康長寿」を新たに加え、

未来の市民にもしっかり向き合うことのできるまちづくりを進めております。

城下町新発田会の皆様におかれましては、引き続き、「住みよいまち日本一

健康田園文化都市・しばた」の実現のためにご支援くださいますようお願い申

し上げます。

新発田市からのお知らせ

都合により、成人式は9月21日（月・敬老の日）に延期になりました。



新発田市出身の実業家、大倉喜八郎

が東京・向島に建設した別邸の一部

「蔵春閣」が、公益財団法人大倉文化

財団から寄贈され、JR新発田駅前の東

公園に移築されることとなりました。

この蔵春閣は、明治45年に建設され、

伊藤博文や渋沢栄一などの政財界の大

物や海外からの賓客をもてなすための

迎賓館としての役割を持った建物です。

日 時：2020年5月31日(日) 11時より（受付10時30分～）
場 所：東京新潟県人会仮会館 （TEL 03-3832-7619）

台東区上野 1-15-10 大秀ビル2F
当日は、新発田の物産販売も行います。
ぜひお買い求めください

第19回定時総会のお知らせ

蔵春閣について

平成24年に移築を前提とした解体工事が行われ、現在は部材の状態で大切に保管

されています。

新発田市では、蔵春閣移築工事に向けた準備作業とともに利活用方法等につい

ての検討を進めています。また、蔵春閣を核とした新発田駅前エリアの活性化に

向けた取組を「大倉喜八郎スピリッツ『進一層』」で挑む、新発田駅前エリア活

性化プロジェクト」として、企業版ふるさと納税を活用し、移築前の現段階から

様々な取組を推進していきます。

撮影：写真家 岩﨑 和雄氏



東京新潟県人会 令和2年新年祝賀会を開催

岩村英輔、小野悦男、木村保男、庄田亮、築井誠一、築井松治、藤間栄三、
西山匡、長谷川敏文、古山英一、前原恵子、松川吉男、山崎伸夫、若月修、
若月茂、小野英子（敬称略）
上記の方からご寄付をいただきました。
尚、募金は継続していますので、ご協力をお願いします。

東京新潟県人会館新設寄付者 お名前 （城下町新発田会）

東京新潟県人会の新年祝賀会が、1月25日（土）、ホテル椿山荘東京におい
て開催された。当日は、来賓として花角県知事、県選出の国会議員、県内各市
町村長などを迎え、総勢835名が出席した。
主催者として挨拶に立った小林保廣会長は、「今年、東京新潟県人会は創立

110周年を迎えた。今秋11月には新潟県人会館も完成予定である。私ども県人
会は、会員同士の交流・親睦を図るとともに、ふるさと新潟との絆を一層強く
することを旨としている」と述べた。
さらに、花角県知事からは、「昨年の新潟県は災害が少なく、穏やかであっ

た。しかし昨年来雪が少なく、スキー場や除雪にかかわる方々にとっては困っ
た状況にある。今年は2月にスキーワールドカップが開催予定であり、7月の文
化審議会では佐渡金銀山の世界遺産が国内推薦を得られるよう願っている」と
し、本年が充実した年になるよう期待を述べた。
懇親会では、小林幸子さんが特別出演されるなど、アトラクションの企画も

豊富で、盛会のうちに終了した。なお、城下町新発田会からは、小野会長ほか
7名が出席した。



城下町新発田会新年賀詞交歓会の際に、会員の皆様から、1880枚の使用済み切

手をご持参いただきました。これを新発田市社会福祉協議会（白田久由会

長）にお送りしたところ、礼状をいただきました。ご協力感謝するとともに、

今後とも継続しますので、よろしくお願いいたします。

使用済み切手の提供に礼状

近藤 文夫様 上車野出身、現在は甲府市にお住まいです。

新入会員紹介

学校紹介わが母校、心のふるさとを都合により休止していましたが、次号よ

り、新しい企画としまして、中学校の紹介という形で復活したいと思います。

会員の皆様の投稿を（写真もありましたら）お願いします。問い合わせは広

報担当まで



令和元年度も間もなく終了します
が、新型コロナウイルスの感染が拡
大しています。
くれぐれも注意してくださいね。

編 集 後 記

＊＊＊＊情報連絡は下記まで＊＊＊＊

〒356-0059

埼玉県ふじみ野市桜ヶ丘3-22-16

049-263-6943（ファックス同じ）
広報担当 岩村英輔まで

年会費 3,000円 （暦年）

郵便 振替

城 下 町 新 発 田 会
年 会 費 振 込 口 座

0 0 1 3 0 - 0 - 3 5 3 5 6 0

加入者名：城下町新発田会

尚、当会では随時会員の募集をしています。
お知り合い、又、新発田出身の方に
お声掛け頂きましたら幸いに存じます。


